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はじめに

　北方系青銅器を特徴付ける遺物の一つとして、短剣

を挙げることができる。中でも鐔に獣面を飾る獣面型

の短剣は、柄頭や柄、鐔に中原的な表現が用いられて

おり、北方系文化と中原文化の架け橋となる重要な遺

物である。

　これまで獣面型は、河北で出土する花格剣 (1) と陝

西を中心に出土する秦式短剣 (2) に分けられて考察さ

れてきた。両型式の関係については、秦式短剣から

花格剣に柄の文様で影響を与えたという考え ( 張天恩

1995, p.851) や、秦式短剣は北方文化からの流入 ( 陳

平 1995, p.369)、鐔の獣面紋は列国による一時期の

流行 ( 李学勤 1993, p.17)、宇村出土から秦式短剣と

花格剣が派生した ( 楊建華 2004, p.82) という考えが

挙げられる。

　今までの研究を振り返って言えることは、短剣の型

式分類やいわゆる秦式短剣と花格剣の比較に重点がお

かれていたため、系統的な編年や編年を基にした型式

間の影響関係について論じられてこなかったというこ

とである。特に花格剣は鄭紹宗の発表した資料に負う

ところが大きく ( 鄭紹宗 1984, p.37-49)、共伴遺物が

分からないことから、具体的な年代がはっきりとしな

かった。したがって、秦式短剣と花格剣の類似性は指

摘することが出来ても、両者の影響関係について考察

を行なうことは困難であった。

　近年では、発掘事例の増加に伴い、獣面型の資料が

各地で増加してきたため、本稿では各型式の編年と絶

対年代、型式間の影響関係を明らかにしていく。また、

各型式の地理的な拡がりにも注目することで、北方系

文化がどういった地域と関係を持っていたのかについ

ても考察を行なう。ただし、出土資料はいまだに十分

とは言えない部分があり、編年を行なううえで一部コ

レクション資料を援用する。

　各時代区分については、便宜的に以下の区分に従う。

まず西周時代は、前 1027 年から前 771 年とし、均

等に前・中・後の三期に区分する。春秋時代は、770

年から 454 年までとし、前・中・後の三期に区分する。

型式分類

　本稿では、これまで秦式短剣、花格剣というように

分類されてきた短剣を獣面型としてまとめたうえで、

鐔や柄、柄頭の表現によって各型式に分類する。具体

的な分類は以下の通りである。

　Ⅰ型：鐔の獣面が全体的に角張っており、剣身との

境が水平になる型式。柄の表現により、4 つの型式に

細分可能である。

　Ⅰ a 型：柄頭に二匹の龍が向かい合う紋様を持つ

短剣。柄の部分には装飾は見られない ( 図 1 − 2，6，

14)。

　Ⅰ b 型：柄を蟠螭紋で飾る短剣。蟠螭の目の部分

がくぼんでおり、もともとは石が象嵌されていたと思

われる ( 図 1 − 1，3，7，15)。

　Ⅰ c 型：柄に突起物が螺旋状に配置され、柄の断面

がソケット状になる型式 ( 図 1 − 8，16)。

　Ⅰ d 型：柄と柄頭の境が明確でなく、柄頭に向かっ

て緩やかに拡がる形状の柄を持つ型式 ( 図 1 − 9)。

　Ⅱ型：獣面が柄頭と鐔に、互いが反転する形で表現

される短剣。柄には虺龍紋が見られる。( 図 1 − 5)。

　Ⅲ型：鐔の獣面の左右両端に牙と思われる表現が見

られる型式。柄頭が球形で柄の断面が八角形になるⅢ

a 型 ( 図 1 − 11，17) と柄に蟠螭紋を飾るⅢ b 型 ( 図

11 − 12，13，18，19) に細分できる。

　Ⅳ型：他の獣面型と比べ、鐔の獣面が逆さになる型

式。柄の側面に鳥頭紋が縦に並ぶ a 型 ( 図 1 − 20) と、

柄が螺旋形になる b 型 ( 図 1 − 21) に分けられる。

編年

　上記の分類をもとに、ここでは獣面型がどのように
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変化していったかを見ていく。

Ⅰ期

　獣面型の中で最も古い型式は、Ⅰ b1 型である ( 図

1 − 1)( 許俊臣・劉得禎 1985, p.350 図 3 ‐ 1)。柄

頭に見られる獣が人首をくわえる表現は類例がない

が、鐔の獣面や柄を蟠螭紋で飾る点は、後のⅠ b 型

につながるものと考える。

Ⅱ期

　Ⅱ期の獣面型として、Ⅰ a1 型とⅠ b2 型、Ⅱ型を

挙げられる ( 図 1 − 2，3，5) ( 甘粛省文物考古研究所・

礼県博物館 2005,  p.13 図 10 ‐ 1、早期秦文化連合

考古隊 2008,  p.42 図 38 − 4)。いずれも鐔や柄に表

現されている紋様が、非常に精緻である点が共通して

いる。Ⅰ a1 型とⅠ b2 型は、中原文化の遺跡から出

土しており、獣面や蟠螭紋が短剣に反映された点につ

いて、大きな疑問はない。しかし、Ⅱ型が出土した南

山根は北方系文化の遺跡であり ( 遼寧省昭烏達盟文物

工作端 ･ 中国社会科学院考古研究所東北工作隊 1973,

　図版 6 − 6)、どのような経緯でⅡ型の短剣が造ら

れたのか、解釈が非常に難しい。鐔の獣面や柄の虺龍

紋が、忠実に中原の紋様を表現しており、他地域から

南山根に持ち込まれた可能性が考えられる。分布地に

ついては、遼寧地域から甘粛の礼県まで拡がっており、

早い時期から広範囲に拡がっている点を指摘出来る。

　Ⅱ期には、金製の鞘も出土している ( 図 1 − 4、図

2 − 8)( 陝西省考古研究院・渭南市文物保護考古研究

所・韓城市文物旅遊局 2007, p.15 図 20 − 3、蔡慶

良・孫秉君 2007, p.165)。鐔に獣面を表現した玉剣

が共伴していることから ( 図 2 − 10)( 蔡慶良・孫秉

君 2007, p.167)、獣面型とのつながりを見て取れる。

年代は、Ⅱ型を出土する南山根 101 号墓が西周後

期から春秋前期と考えられており ( 遼寧省昭烏達盟

文物工作站 ･ 中国社会科学院考古研究所東北工作隊

1973, p.38)、Ⅱ型の柄の装飾と類似した玉管を出土

する韓城 27 号墓が春秋前期であることから ( 図 2

− 11)( 蔡慶良・孫秉君 2007, p.101 p.31)、春秋前期

とする。

Ⅲ期

　Ⅲ期になると、Ⅰ a 型、1b に紋様の退化が見られ

る ( 図 1 − 6，7)( 肖琦 1991, p.81　図 5、東京国立

博物館 2005,　p.38　図 9)。Ⅰ a2 型、Ⅰ b3 型の両

型式ともⅡ期の短剣と比べ、柄・柄頭の装飾を龍とし

て識別することが困難になる。Ⅰ型は、この時期に新

たにⅠ c 型とⅠ d 型も見られるようになる ( 図 1 − 8，

9)( 趙叢蒼 1991,  p.9　図 5 − 5、甘粛省文物考古研

究所　礼県博物館 2002, p.22 図 25 − 5)。

　また主にⅠ型は、渭水に沿った地域でのみ出土が

見られるが、この時期にはⅠ a2 型とⅠ b3 型に類似

したⅢ a1 型、Ⅲ b1 型が ( 図 1 − 11，12，13)( 北

京市文物研究所 2007, p.925 図 580 − 3、p.930 図

583 − 1、東京国立博物館 2005, p.38 図 10)、燕山

地域の玉皇廟文化でも出土するようになる。特にⅠ

b3 型とⅢ b1 型は、柄に表現される崩れた蟠螭紋が、

ほぼ同じ表現であることから、同時期の短剣であると

言える。Ⅲ a1 型、Ⅲ b1 型は、鐔の獣面や柄にルー

プがつく点が共通しており、やはり同時期と考える。

年代は、春秋前期よりも下ると考えられることから、

春秋中期とする。

　Ⅲ期には、Ⅱ期と同様に鞘がみられる ( 図 1 − 10)

( 東京国立博物館 1997, p.65 図 111)。Ⅱ期のものと

同様に、全体が透かし彫りになっている。全体の形状

や獣面型の剣がセットになっている点も共通してお

り、Ⅱ期の流れを汲んで造られたと言える。

Ⅳ期

　Ⅰ型は鐔の獣面や柄の蟠螭紋の退化が進み、紋様が

何を表わしているのか判別できなくなる ( 図 1 − 14，

15，16)( 上野の森美術館 2004,  p.83　図 47、宝鶏

市工作隊 1993,  p.4 図 7 − 1、張天恩 1995,  p.849 

図 5 − 1、代麗鵑 2011,  p.87 図 7)。柄頭、柄、鐔は

全体的に柱状の突起物が見られる。Ⅰ a3 型とⅠ b4

型は突起の先端にトルコ石が象嵌され、柄が青銅から

金へと変わり、刃部が鉄となる ( 図 1 − 14，15)。Ⅰ

c2 型について筆者は、陝西歴史博物館で実見したこ

とがある ( 図 1 − 16、図 5 − 1，2)。柄頭頂部から

柄に向けて菱形の小孔があいており、全体の形状はソ

ケット状ではなくなる。

　Ⅲ a2 型、Ⅲ b2 型も紋様に退化が見られ、鐔の部

分の獣面がなくなる ( 図 1 − 17，18，19) ( 北京市文

物研究所 2007, p.948 図 596 − 1、中国青銅器全集

編輯委員会 1995a,  p.140　図 138、北京市文物研究

所 2009, p.267 図 187 − 2)。懐来大古城の短剣は鐔

がないが ( 図 1 − 18)、玉皇廟 224 号墓や葫蘆溝 24

号墓出土の短剣は ( 図 1 − 17，19)、一字形の鐔が見

られる。Ⅲ型は柄の側面に付けられていたループも失
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われる。

　また、Ⅳ期になると鐔の獣面が逆さまになるⅣ型が

出土する ( 図 1 − 20，21)。Ⅳ a 型は柄に鳥頭紋が見

られるが ( 図 1 − 20)( 陳瑞麗 1967, 図版 10)、類似

したものはストックホルム美術館所蔵の、いわゆる「触

角型」の短剣にも見られる ( 図 2 − 1)( 東京国立博物

館 1997, p.61 図 103)。触角型の短剣は、北辛堡遺跡

で出土するが ( 河北省文化局文物工作隊 1966, p.235 

図 6 − 7)、オルドス地域や寧夏・甘粛との関係が強い。

そのためⅣ a 型は、渭水周辺地域や玉皇廟文化と関係

の深いこれまでの獣面型とは、一線を画する型式と言

える。一方、Ⅳ b 型は螺旋形の柄や柄頭頂部から柄

に向かって孔があいている点がⅠ c 型に類似している

( 図 1 − 21)( 河南博物館・台北國立歴史博物館 2003, 

p.128)。代麗鵑が指摘するように(代麗鵑2011, p.88)、

Ⅰ型の影響を受けてⅣ b 型が造られた可能性がある。

しかし、なぜⅠ型の鐔の獣面がすでに退化している時

期にⅣ b 型が造られたのか、Ⅳ型の中に触角型やⅠ
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型に類似した短剣が混在しているかについては分から

ない。

　年代は、益門村の年代から ( 宝鶏市工作隊 1993, 

p.13)、春秋後期と考える。獣面型は、後に戦国時代

に入ると、出土が見られなくなる。

考察

　ここでは、今までに見てきた編年の背景に、何を見

て取れるかについて述べていく。はじめに、獣面型の

ルーツについて考察を行なう。結論から先に言うと、

西周中期に見られる剣身基部に人面 ( あるいは獣面 )

を飾る短剣が獣面型の祖形であると考える。そして同

じく西周中期におけるカラスク型の分布地域が下地と

なり、獣面型が拡がったのである (3)。以下その根拠

について述べていく。

　まず、獣面型のルーツについてであるが、祖形とし

て少陵原 280 号墓から出土した資料を挙げることが

できる ( 図 2 − 6)( 陝西省考古研究院 2009, p.387 図

379 − 1)。理由は、獣面型同様に剣身と柄の境に人

面が飾られており、柄と剣身が一鋳式で造られている

ためである。更に、共伴している鞘 ( 図 2 − 7) ( 陝西

省考古研究院 2009, p.387 図 379 − 2) もⅡ期に属す

る韓城 27 号墓出土の鞘につながる可能性がある。な

ぜなら鞘全体が透かし彫りになっており、鞘全体に龍

が表現されている点、柄と剣身の境に獣面あるいは人

面を飾る短剣が共伴している点が共通するからであ

る。北方系青銅短剣の剣鞘の起源として、髙濱が中原

系の剣鞘を挙げており ( 髙濱 1982, p.105-107)、少

陵原の資料は髙濱の指摘を裏付けるものと言える。

　次に、獣面型の分布地域のルーツについて考察する。

結論はすでに述べたが、根拠として第一にカラスク型

( 図 2 − 2)( 北京市文物管理処 1976, p.253 図 9 − 2)

が遼寧地域から北京、合水にかけて分布しており、獣

面型の分布と類似する。第二にカラスク型同様に虎型

( 柄に向かい合う虎を飾る短剣 )( 図 2 − 4)( 寧夏固原

博物館 2003,  p.71 図 37) の短剣も遼寧、陝西の西高

泉村、寧夏の原州区に分布しており ( 図 4)、獣面型に

近い拡がりを見せる。第三に鄂爾多斯博物館が所蔵し

ている短剣の中に、全体的にはカラスク型だが、柄は

虎型の短剣が存在する ( 図 2 − 3)( 鄂爾多斯青銅器博

物館 2006, p.50)。短剣の由来は不明であるが、カラ

スク型と虎型を結ぶ資料と言える。二つの型式は全体

の形状や装飾の比較から、異なるルーツを持つと思わ

れ、折衷的な短剣の存在は、カラスク型と虎型を出土

する遺跡に交流があった可能性も示唆するものと考え

る。第四に南山根 101 号墓では、カラスク型が退化

したと思われる短剣 ( 図 2 − 5)、虎型、獣面型が共

伴している ( 遼寧省昭烏連盟文物工作站 ･ 中国社会科

学院考古研究所東北工作隊 1973, 図版 6 − 4，5，7)。

　以上、カラスク型、虎型、獣面型は分布が類似して

いる点、カラスク型と虎型の折衷的な短剣が存在す

る点、南山根 101 号墓で退化したカラスク型と虎型、

獣面型が共伴していることから、上記の三つの型式を

出土する遺跡あるいは地域には、つながりがあったと

言える。年代はカラスク型が西周中期とされ、虎型、

獣面型が春秋前期と考えられることから、西周中期に

は存在していた地域的なつながりは、脈々と春秋時代

まで続き、獣面型はその地域的なつながりの中で発展

していったと考える。

　Ⅱ期には、遼寧から甘粛まで獣面の出土が見られる

が、分布の中心は渭水周辺地域にあったと言える。理

由は、第一に渭水周辺地域以外での出土が非常に少な

い点である。現時点で確認できるものは、Ⅱ型に属す

る南山根 101 号墓出土例 ( 図 1 − 5) と昔陽大寨出土

例 ( 中国青銅器全集編輯委員会 1995b, p.182 図 203)

の 2 点である。北方文化の遺跡に限定すれば、南山
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根 101 号墓の 1 例のみである。一方Ⅰ a1 型とⅠ b2

型は、圓頂山 2 号墓 ( 甘粛省文物考古研究所　礼県博

物館 2005) や大堡子Ⅰ 25 号墓 ( 早期秦文化聯合考古

隊 2008,  p.42 図 38 − 4、鳳翔八旗屯 ( 陝西省雍城

考古工作隊、吴鎮烽、尚志儒 1980, p.84 図 23 − 2)

で計 4 本が出土している他、Ⅰ a 型に類似した獣面

の鐔を持つ玉剣が、韓城 27 号墓で出土している ( 図

2 − 10) ( 陝西省考古研究院・渭南市文物保護考古研

究所・韓城市文物旅遊局 2007, p.20 図 27 − 6、蔡

慶良・孫秉君 2007, p.167)。

　第二に、韓城 27 号墓でⅡ型に関連した資料が多く

見られる点である。具体的には金製の鞘やⅡ型と同様

の装飾を持った玉管を挙げることができる ( 図 2 − 9，

11)。金製の鞘は同様の資料が、ソーヤー・コレクショ

ンにおいてⅡ型とセットとなっていることから ( 図 2

− 8)( Max Loehr 1949, p.53 図 9)、Ⅱ型との関連が

窺える。

　以上のことから、Ⅱ期における獣面型の分布中心

は、甘粛の礼県から陝西省の韓城までの地域にあった

と言える。また、韓城ではⅡ型に関連した資料が多く

見られることから、南山根 101 号墓で出土するⅡ型

は、韓城周辺の地域からの流入である可能性が考えら

れる。

　次に、Ⅲ期における獣面型の拡がりについて見て行

く。これまで燕山地域の玉皇廟文化と他文化との関係

という点では、燕との関係が重要視されてきたが ( 宮

本 2000, p.296、 靳・ 王 2001, p.43 − 72、 鄭 君 雷

2005, p.69 − 75)、獣面型においては宝鶏を中心とし

た渭水周辺地域との関わりを見て取ることができる。

　Ⅲ期になると獣面型は、燕山地域でも出土する。い

ずれも玉皇廟文化に属する遺跡であり、獣面の表現は

Ⅰ型とは異なる。各型式の拡がりに眼を向けると、Ⅰ

型が渭水沿いに分布している反面、Ⅲ型は燕山地域に

分布していることが分かる ( 図 3)(4)。Ⅰ型とⅢ型では

鐔の獣面の表現、分布地に違いが見られることから、

型式の違いを地域的な特色とし捉えることが可能であ

る。

　一方で、Ⅰ a2 型、Ⅰ b3 型とⅢ a1 型、Ⅲ b1 型は、

柄の装飾に類似が見られる ( 図 1 − 6，7，11，12)。

特にⅠ b3 型とⅢ b1 型の柄の紋様はほとんど同じも

のである。Ⅰ a2 型、Ⅰ b3 型とⅢ a1 型、Ⅲ b1 型が

類似しており、Ⅲ a 型、Ⅲ b 型がⅡ期に存在しない点、

韓城 27 号墓の鞘からストックホルム美術館の鞘への

流れを見られる点から、渭水周辺地域からの影響を受

けていたことが考えられる。Ⅲ型が燕山地域以外では

出土しないことを加味すれば、Ⅲ型は渭水周辺地域か

らの影響のもと、燕山地域で造られたと言える。

　Ⅳ期になると、獣面を逆さに表現したⅣ型が出土す

るようになり、オルドス地域や渭水沿いの地域とのつ

ながりを窺うことができる。しかし、Ⅳ型以外の獣面

型はすでに鐔の獣面が退化しており、どのような経緯

でⅣ型が造られたかは、今後の課題である。戦国時代

に入ると獣面型の出土は見られなくなる。背景には玉

皇廟文化の衰退が考えられるが、渭水周辺地域での獣

面型の出土にも影響を与えているかについては、資料

の増加を待って考察を行ないたい。

　これまで編年の背景について考察を行なったが、全

体を通して分かることは、北方系文化が渭水沿いの地

域の影響を受けている点である。春秋前期には獣面型

の短剣そのものが遼寧地域に伝わり、春秋中期には燕

山地域で短剣の装飾に関して影響を受けたと考える。

結語

　本稿では獣面型の編年を通して、渭水周辺地域で発

展した獣面型が、夏家店上層文化や玉皇廟文化に影響

を与えていたことを明らかにすることが出来た。今回

は特に獣面型の編年と分布から見えてくる、地域間の

つながりにスポットを当てた。しかし、北方系文化自

体が時代性と地域性を持っており、今後は他の北方系

青銅短剣の編年と、各地域の北方系文化が他地域とど

のような関係を持っていたかが課題になると考える。

註

(1) 鄭紹宗が河北で出土する、中原の影響を受けて造られた
北方系青銅短剣に対して与えた名称 ( 鄭紹宗 1984, p.45)。

(2) 張天恩が、陝西で出土する獣面型に対して与えた名称
( 張天恩 1993, p,25)。

(3）昌平白浮遺跡の出土品の中に、カラスク風の短剣で柄頭
に動物の頭を表現したものが見られる ( 北京市文物管理
処 1974, p,253 図 9 − 4，5)。おそらく殷代後期の獣首
匕から影響を受けていると思われるが、両者の関係は今
のところ不明である。

(4) 燕山地域以外でも満城漢墓でⅢ b1 型が出土しているが
( 中国社会科学院考古研究所・河北省文物管理処 1980, 
p.82 図 55 − 3)、髙濱が述べている通り ( 髙濱 1982, 
p.116) 伝世の結果として捉える。
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